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第
44
回
全
国
保
健
師
長
会

代
議
員
総
会
報
告

令
和
４
年
11
月
26
日
（
土
）、
滋
賀
県

大
津
市
を
会
場
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で

第
44
回
代
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。冒

頭
、
会
長
か
ら
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
第
１
波
か
ら
保
健
師
は

住
民
の
生
命
と
生
活
、
人
権
を
守
る
た

め
最
大
限
の
努
力
と
熱
量
を
掛
け
て
乗

り
越
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
不
健

康
な
生
活
習
慣
、
自
殺
・
虐
待
の
増
加
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
弱
体
化
な
ど
地
域
を

取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
、
保
健
師
が

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
か
が
問
わ

れ
る
大
事
な
局
面
に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま

す
」と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
厚
生
労
働
省
健
康

換
期
を
仲

間
と
と
も

に
乗
り
越

え
る
～
」

で
す
。
③

役
員
・
推

薦
委
員
選

挙
で
は
、

信
任
多
数

に
よ
り
副
会
長
３
名
（
継
続
）、
推
薦
委

員
３
名
が
選
任
さ
れ
、
会
長
か
ら
総
務

担
当
理
事
と
し
て
常
任
理
事
１
名
の
指

名
が
あ
り
ま
し
た（
写
真
1
）。

【
講
演
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
を
踏
ま
え
た
健
康

危
機
管
理
体
制
の
整
備
に
向
け
て
」と

題
し
、
厚
生
労
働
省
健
康
局
保
健
指
導

室
長
の
五
十
嵐
久
美
子
氏
か
ら
、
審
議

中
の
「
感
染
症
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」の
概
要
と
今
後
求
め
ら
れ
る
取
り

局
長
の
佐
原
康
之
氏
、
厚
生
労
働
省
健

康
局
健
康
課
保
健
指
導
室
長
の
五
十
嵐

久
美
子
氏
、
全
国
保
健
所
長
会
会
長
の

内
田
勝
彦
氏
、
日
本
看
護
協
会
会
長
代

理
常
務
理
事
の
鎌
田
久
美
子
氏
、
日
本

公
衆
衛
生
協
会
理
事
長
の
松
谷
有
希
雄

氏
、
滋
賀
県
知
事
代
理
健
康
医
療
福
祉

部
長
の
市
川
忠
稔
氏
、
大
津
市
長
代
理

健
康
保
険
部
次
長
の
岡
嶋
一
郎
氏
か
ら

保
健
師
活
動
に
対
す
る
感
謝
と
期
待
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
総
会
】

総
会
は
、
書
面
評
決
に
よ
る
審
議
で
、

す
べ
て
の
提
案
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
①
各
ブ
ロッ
ク
、
部
会
、
委
員
会
か

ら
令
和
４
年
度
事
業
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
②
令
和
５
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
変
わ

り
ゆ
く
地
域
の
健
康
課
題
に
対た

い

峙じ

す
る

公
衆
衛
生
看
護
活
動
の
展
開
～『
誰
ひ

と
り
と
り
残
さ
れ
な
い
』
保
健
活
動
の
転

組
み
等
に
つい
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

法
改
正
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
平
時

に
定
め
る
予
防
計
画
の
記
載
事
項
を
充

実
し
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
と
な

り
、
加
え
て
保
健
所
設
置
市
等
で
も
予

防
計
画
策
定
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

連
携
協
議
会
を
創
設
し
、
都
道
府
県
、

保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
、
関
係
者
な

ど
の
連
携
強
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
や
地
方
衛
生
研
究
所
の
体

制
整
備
な
ど
が
法
定
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

【
基
調
講
演
】

「
保
健
師
を
継
続
す
る
～
コ
ロ
ナ
禍
の

保
健
活
動
を
経
験
し
て
～
」を
テ
ー
マ
に

富
山
県
立
大
学
看
護
学
部
教
授
の
佐
伯

和
子
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
保
健
活
動
と
経
験
の
意
味
」「
働

く
こ
と
を
形
作
る
も
の
」「
個
人
に
と
って

の
離
職
・
退
職
・
転
職
」「
個
人
が
保
健

師
と
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
」「
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
づ
く
り
・
職
場
づ

く
り
」「
職
能
と
し
て
の
継
続
」に
つい
て
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
整
理
し
、
形
式
知

化
し
た
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
写

真
２
）。

〇
講
演
概
要

コ
ロ
ナ
禍
で
の
保
健
師
活
動
は
、
①
何

を
経
験
し
た
か
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

活
動
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
得
た

か
を
押
さ
え
る
こ
と　

②
先
の
見
え
な

い
業
務
に
対
し
、
な
ぜ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を

維
持
し
働
け
た
の
か
、
そ
れ
は
職
場
づ

く
り
や
仲
間
同
士
の
支
え
合
う
環
境
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
―
と
ご
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
保
健
師
と
し
て
働
き
続
け
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
①
実
践
か
ら
ど
れ
だ

け
学
べ
る
か
、
現
実
を
ど
れ
だ
け
見
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
が
仕
事
の
価
値
を
見
い

だ
す
こ
と
に
つ
な
が
る　

②
相
手
の
生
活

を
想
像
で
き
る
力
や
形
の
な
い
も
の
を
仕

事
と
し
て
行
い
、
形
作
っ
て
試
行
錯
誤
で

き
る
力
が
必
要
。
仕
事
上
得
た
経
験
も

自
分
の
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
、
自

身
の
成
長
に
つ
な
が
る
―
と
メッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
能
と
し
て
の
継
続
で
は
、
①
保
健

師
の
土
台
形
成
の
基
礎
教
育
の
充
実
。

専
攻
科
や
大
学
院
教
育
の
確
立　

②
社

会
が
ど
う
保

健
師
を
必

要
と
し
て
い

る
の
か
、
社

会
の
中
に
自

分
た
ち
の
活

動
を
位
置

付
け
て
考
え

る
。
そ
の
こ
と
が
国
民
の
健
康
に
寄
与

す
る
。
働
き
続
け
る
こ
と
が
個
人・看
護・

社
会
に
と
っ
て
の
意
味
に
な
る
―
と
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

【
実
践
報
告
】

大
阪
市
保
健
所
感
染
症
対
策
課
保
健

主
幹
の
大
畑
有
紀
氏
お
よ
び
滋
賀
県
南

部
健
康
福
祉
事
務
所
主
席
参
事
兼
次
長

の
黒
橋
真
奈
美
氏
か
ら
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
保
健
活
動
」を
テ
ー
マ
に
、
各
自
治

体
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
次
の

通
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
大
阪
市
の
取
り
組
み

令
和
２
年
５
月
に
設
置
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
グ
ル
ー
プ

に
管
理
職
保
健
師
５
名
が
配
置
さ
れ
、

４
年
４
月
に
は
24
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
健
康
危
機
管
理
担
当
保
健
師
26
名
が

配
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
制

で
、
大
阪
市
独
自
の
感
染
症
対
応
業
務

管
理
シ
ス
テ
ム
Ｍ
Ｉ
Ｏ
―
Ｓ
Ｙ
Ｓ
を
活
用

し
、
疫
学
調
査
後
に
陽
性
者
の
情
報
を

区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
引
き
継
ぐ
な

ど
、
保
健
所
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
連

携
に
よ
り
日
々
の
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
自
宅
療
養
者
に
対
す
る
医

療
支
援
と
し
て
、
往
診
チ
ー
ム
に
よ
る
診

療
や
訪
問
看
護
師
の
訪
問
に
よ
る
健
康

観
察
等
を
依
頼
で
き
る
体
制
整
備
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。

第
６
波
の
感
染
拡
大
時
は
、
発
生
届

け
の
入
力
処
理
の
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｍ
Ｉ
Ｏ
―
Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
導
入
等
よ
り

効
率
化
を
図
り
、
第
７
波
で
は
お
お
む

ね
当
日
中
に
疫
学
調
査
を
実
施
で
き
る

状
況
と
な
って
い
ま
す
。

○
滋
賀
県
の
取
り
組
み

草
津
保
健
所
で
は
、
第
１
波
か
ら
第

７
波
ま
で
、
そ
の
時
々
の
課
題
を
踏
ま
え

た
業
務
の
見
直
し
を
行
い
、
ク
ラ
ス
タ
ー

事
例
の
考
察
と
必
要
な
取
り
組
み
の
ま

と
め
、
医
療
機
関
等
ク
ラ
ス
タ
ー
経
験

を
基
に
し
た
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
な

ど
、
次
の
波
に
備
え
た
体
制
整
備
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
感
染
拡

大
に
対
応
す
る
た
め
、
医
師
会
や
薬
剤

師
会
と
連
携
し
た
自
宅
療
養
者
の
支
援

体
制
の
構
築
や
人
員
確
保
、
派
遣
職
員

の
調
整
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョンへの
業

務
委
託
、
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
業
務
効
率
化

な
ど
を
行
って
き
ま
し
た
。

管
理
的
立
場
の
保
健
師
と
し
て
は
、

感
染
が
落
ち
着
い
て
い
る
時
期
に
も
「
今

の
う
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」と
部

下
に
問
い
掛
け
る
と
と
も
に
、
職
員
の
限

界
を
見
極
め
、
保
健
所
長
に
情
報
提
供

し
な
が
ら
関
係
機
関
に
協
力
を
求
め
て

体
制
を
再
構
築
す
る
な
ど
、
全
体
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
って
き
ま
し
た
。

　

実
践
報
告
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
平
時
か
ら
の
地
域
づ
く
り
や
保
健

師
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
改

め
て
確
認
し
ま
し
た
。

【
閉
会
】

最
後
に
、
次
期
開
催
県
で
あ
る
長
野

県
支
部
代
議
員
総
会
理
事
の
小
林
理
事

か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

会
員
数
に
つ
い
て

令
和
４
年
11
月
現
在
の
全
国
保
健
師

長
会
の
会
員
数
は
５
３
６
７
名
で
昨
年
よ

り
１
１
１
名
減
少
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
活
動
状
況
と
と
も
に

「
入
会
の
ご
案
内
」が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
未
加
入
の
方
は

ぜ
ひ
ご
加
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
保
健
師
長
会
で
は
、
保
健
医
療

福
祉
等
の
多
様
な
機
関
と
の
連
携
を
強

化
し
な
が
ら
、
各
ブ
ロッ
ク
活
動
の
充
実

強
化
や
調
査
研
究
事
業
等
の
推
進
を
図

り
、
次
世
代
を
担
う
保
健
師
の
成
長
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
健
師
の
専

門
性
の
向
上
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

（
文
責
＝
広
報
委
員
会
）

写真2　基調講演の様子

写真1　代議員総会の様子
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